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1. 脱炭素化における太陽光発電の方向性 

 

(1) 2030年に向けた脱炭素の目標設定 

脱炭素は、地球温暖化の観点により益々拡大している。 

⇒ 炭素排出量を 2013年度比 46%削減 

 

(2) 太陽光発電の推移 

 

 

(3) 2030年に向けての課題 

 

・災害リスクの拡大(地震災害など) 

・大幅な屋根上太陽光発電の拡大によるアーク火災などのリスク 

・人で不足によるスキルの低下によるリスク(感電事故、アーク火災) 

・人で不足による保守効率の向上に対するニーズの高まり 

・脱炭素化の推進による発電効率の向上(PVパネル毎の発電の最大化) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MLPE製品の普及で解決します 
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2. MLPE製品とは? 

  MLPE製品とは、Module Level Power Electronicsの略で安全性、発電効率、 

保守性などストリング方式に比べて非常に高い性能を有する製品となっています。 

 

 

 

3. MLPE製品の必要性 

  現在のストリング方式では、直流部分の遮断機能が無く、直流部の破断による 

アーク火災や感電の危険性があると言われています。 

直流部の即時遮断は、米国では住宅太陽光発電に対し 2019年より義務化されて 

おり、MLPE製品は世界中(北米、オーストラリア、EU、東南アジア)で利用が 

拡大しています。 
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4. MLPE製品の種類と機能 

(1)DCオプティマイザーとは? 

 

DC Optimizerとは、PV毎にMPPTにより出力(DC出力)を最適化します。 

また、コントローラとの通信により出力を遮断します。 

ソーラーエッジでは、Power Optimizerと言われています。 

 

・ソーラーエッジ 

・HUAWEI 

・ハンファジャパン株式会社 

 

 

 

(2)マイクロンバータとは? 

 

  小型インバータ(AC出力)で PV毎に取り付けます。 

  MPPTにより出力を最適化します。 

  また、系統及び漏電遮断器の遮断により、出力を遮断します。 

  漏電遮断器は、15～30mA程度の漏電発生を検出し、0.1秒 

以内に素早く電路を遮断する事で、感電事故の危険性を防ぐ 

事からMicroinverterの利用は非常に有効です。 

 

  ・Enphase 

  ・NEP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC Optimizer 

Microinverter 
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(2)MLPE製品のメーカ別概要 

★SolarEdgeの概要 

 

★ハンファジャパン株式会社の概要 

 

 ハンファジャパン              

 製品の概要
       を 用した最  の住宅太陽光発電システ 
      の 用により、太陽電  ジュール    で最大電力に  し、 れまで設置が しかった の かる屋根 や 小屋根
  の設置  能となり、太陽光発電システ を効率 で最大化した設置が 能となりました。
   な日本の屋根に対する太陽電  ジュールのライン ップ
太陽電  ジュールは、  な日本の屋根に対 するコンパクトな              とバックコンタクト ルを  した高出力・
高効率の                を提 します。
  れた安全性       
太陽光発電システ は安全 でのリスクが小さい事が  されています。      
で 用したソーラエッジシステ は、 の安全性をさらに高 るた 、       機能
を  しており、 し の時にシステ の高い直流電 を 時に安全な  ルなまで
下 る とがで 、太陽光発電システ の設置  、 防 、 して  を守ります。
    年度東京都上  補助金の対 に  
              とパ ーオプティマイザが   年度 東京都上  補助金に
 定されています。
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 ★HUAWEIの概要 

 

 

 ★Enphaseの概要 
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★ NEP(Northern Electric & Power)の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

MLPE製品の活用用途 

(1) 住宅太陽光発電 

都心部の住宅は の 響を大 く受けます。MLPE製品は の 響を最小限 

に抑える事が出来ます。また、太陽光発電パネルの 1   の発電量がクラウ 

 ドで見える化で 保守性に  れています。今後の人手不足の課題に 保守性 

 など生産性を向上する事がで ます。 

 また、災害時(火災、地震、台風)による破断時 、アーク火災の保護、感電の 

 防止など安全性に れています。 

 

(2) 太陽光発電付カーポート 

  両 太陽光発電パネルの価格が大幅に低下しており、発電効率の向上やコスト 

パフォーマンスの向上に大 く貢献します。 

  また、災害時(火災、地震、台風)による破断時 

 、アーク火災の保護、感電の防止など安全性 

に れています。 

 

 

 

 

 

(3) アグリソーラ 

両 太陽光発電パネルの価格が大幅に低下しており、発電効率の向上やコスト 

パフォーマンスの向上に大 く貢献します。 

また、災害時(火災、地震、台風)による破断 

時 、アーク火災の保護、感電の防止など 

安全性に れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安泰ソーラ 提  

一般社団法人 全国アグリソーラ協会 提  
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(4) 水上太陽光発電 

  水上発電は、保守 での負担 大 く、また台風や小動物などの破断によるアーク

火災や感電の危険性 考えられます。 

また、最近では両 パネルの活用 進んで 

 ており、発電量の最大化に 寄与します。 

太陽光発電パネルの 1   の発電量が 

クラウドで見える化で 保守効率の向上  

期待で ます。 

 

 

 

 

(5) 垂直型太陽光発電 

積雪地域などで、垂直型太陽光発電の需要が高まって ていますが、両 パネル 

の発電量を最大化する事が出来ます。また、 の 響に対して 効果 に発電量 

を向上する事がで ます。 

また、災害時(火災、地震、台風)による破断時 、 

アーク火災の保護、感電の防止など安全性に れ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エア・ウォーター株式会社 提  

NEPマイクロインバーター株式会社 提  
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5. ラビッドシャツトダウン(RapidShutdown)とは? 

(1) NEC2017 Article 690.12とは? 

NEC2017 Article 690.12とは、全米防火協会が定 る電気工事基準です。 

NFPA (National Fire Protection Association) 全米防火協会は、火災や 

 の他災害の 能性と 響を最小限にする為に、300以上の基準（コード）を 

設けています。 

 の 300以上ある基準（コード）、NFPA 1～8506、の中の一つが、NFPA70、 

National Electric Code (NEC)、米国電気工事基準です。 

NECは Chapter 1～Chapter 8に分かれ、Chapter 6（Chapter 6 Special 

Equipment）にあるA   cl   9     “    d hu down o   V  ys   s  

on Buildings. （建造物上の太陽光発電システ 緊急遮断機能）”は、ラピッド 

シャットダウンの適用範囲や値などの内容を示しています。 

 

(2) NEC2017 Article 690.12の目  

 

 の新しいアーティクル 690.12の焦点は、緊急対  が迅速かつ容易に、 

ア イ内の太陽光発電システ 回路をコントロールで るようにする と 

です。 れによって、太陽光発電システ を  した建物で火災事故が起  

た時、 防隊員等の 火活動において生じるリスクを低減さ ます。 

 

(3) NEC2014 Article 690.12 

⇒ 建物範囲内の 1.5m以上のケーブル、又は PVア イの から 3m外の 

範囲のみに適用。 

⇒ 10秒以内に 30V以下、240VA以下 

⇒ 米国内 4州で施行中（２０２２年 1月時点） 
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(4) NEC2017 Article 690.12 

⇒ ア イの境界: ア イの から 350mm/1 ft内の規 が加わる。 

⇒ ア イ境界の外側では、ケーブルは 30秒以内に 30V以下とする。 

⇒ ア イ境界に内側では、ラ ルを貼り付け、ケーブルは 30秒以内に 

80V以下とする。 

⇒ 米国内 26州で施行中（２０２２年 1月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

(参考) 

・ NEC2020は、14州で施行中（２０２２年 1月時点）  

・ 米国以外では、カ ダ/オーストラリア/フリピン/タイ/台湾/韓国など導入中。 

・ 欧州では、自主 にラビットシャツトダウンを導入してる。 

 

7. 米国のラビットダウンの状況(NEC2017) 

米国では、2019年より NEC2017(米国防火協会 : ラビッドシャツトダウン)の 

規定が全米で義務化されました。 

 

 

 

 

 

NEC 2014年度版 NEC 2017年度版 
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8. 日本における太陽光発電による火災事例 

(1) 台風による水上太陽光発電の火災事例 

 

2019年 9月 9日に千葉県市原市の水上 

太陽光発電 山倉水上メガソーラー発電所  

で台風 15号による水上メガソーラーが 

損壊し火災が発生。 

 

 

 

 

(2) 野立て太陽光発電所の PCS火災の事例 

 

2020年 5月 1日群馬県内のメガソーラー 

のパ ーコンディショ ー（PCS）から出火 

する火災事故が発生。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日経 BP総合研究所 提  

朝日新聞 提  
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(3) アーク火災による屋根上の火災事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 2日午前、熊本県益城町（まし まち）の住宅から出火。 

火が完全に し止 られたのは通報から約 4時間後の と。 

 火活動中 太陽光パネルの発電が続いていたた 、放水による感電の恐れ 

があった  火活動を妨 たのは屋根に設置されていた太陽光パネルでした。 

ＮＩＴＥ（製品評価  基盤機構）製品安全 ンター 山崎 卓矢 広報課長 

 太陽光パネル自体というより 、  に接続するケーブルや機器に接続不良 

が発すると  で熱を持ってしまって最終 には発火してしまう   火活動 

中 太陽光パネルの発電が続いていたた 、放水による感電の恐れがあった  

2022年 6月 7日 TBS NEWSより   
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9. IEC63027(PVアーク保護)の規程と JIS化 

(1) IEC63027とは? (2023年 5月 3日発行) 

IECは、国際電気標準会議（International Electrotechnical Commission） 

の とです。電気及び電子  分野の国際規格の作成を行う国際標準化機関で、

各国の代表 標準化機関から構成されています。 

 

(2) IEC63027の JIS化作  

 

JEMA(日本電機工 会)の PV用直流アーク検出器検討 SWGにおいて、2025 

年までに IEC63027(アーク保護)の JIS化の発足を目標に作 を進 ています。 

また、アーク保護の JIS化にと ない住宅太陽光発電などの安全性の向上に関する

 度 の反映について 検討を進 ています。 

 

(3) IEC63027の JIS化の法規等 の反映(検討中) 

 

① 各ガイドライン の反映 

② 各規程 の反映(内線規程、公共建築工事標準仕 書など) 

③ 電気安全法、電気事 法、建築基準法、火災予防法 など の反映 

           Vアーク保護 とは 
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10. MLPE製品の補助金(東京都) 

   MLPE製品は、2023年 4月より以下の太陽光発電設備 の補助事 において 

  機能性 PV補助金(上  )として 択されました。 

SolarEdge、HUAWEI、Enphase、NEPのMLPE製品が 定されています。 

 

(1) 災害に 強く健康に 資する断熱・太陽光住宅普及拡大事  

 

・新築/既存住宅 の太陽光発電設備 

・陸屋根のマンション等 の架台設置(上  ) 

・陸屋根の既築マンション等 の防水工事(上  ) 

・機能性 PV補助金(上    ⇒      定製品( SolarEdge,HUAWEI,NEP ) 

・蓄電 補助金(SII 定製品) 

 

(2) 東京ゼロエミ住宅導入促進事  

 

・東京ゼロエミ住宅（※）を新築する方に対して、 の経費の一部を助成する 

   （※）高い断熱性能の断熱材や窓を用いたり、省エネ性能の高い照 やエアコンなどを 

取り入れた都独自の住宅 

  

(3) 特定 給事  再エネ設備等設置支援事  

 

・  ７年４月に施行する建築物環境報告書 度に参加する事  （特定 給 

事  )を対 とした補助金 

 

(4) 住宅用太陽光発電初期費用ゼロ促進の増強事 (  6年度新設) 

 

・住宅所有 の初期費用無しで太陽光発電を設置するサービスを提 する 

事  に対し、設置費用の一部を 助成します。 

 

(5) 賃貸住宅における省エネ化・再エネ導入促進事 (  6年度新設) 
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11. 安全性の高いMLPE製品の今後 

2025年の東京都の住宅太陽光発電の義務化や省エネ法による脱炭素化が進む中 

で、屋根上 の太陽光発電設備の設置が期待されています。 

今後、人手不足の課題 あり、スキル不足による設備不良の 能性などリスクの 

拡大が予想されます。また、日本は災害大国であり、台風や地震、水害による 

太陽光設備の破壊 あり、安全性の向上及び発電効率、保守効率の向上などが懸念 

されます。MLPE製品は れらの課題を解決で るソリューションであり、MLPE 

の 知度の向上が急務です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

12. 太陽光発電の安全性向上の提言 

(1)  防庁 の提言(標識による災害活動の迅速化) 

 

屋上太陽光発電設備の標識(下記参照)により、災害時の迅速な対 を 能と 

します。標識の設置場所を 示し、 防署員に対 方法の教育を実施をする 

事により感電事故の防止及び迅速な災害対 が出来るように周知徹底をはか 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  防庁及び各 防本部 の太陽光発電設備の情報提  

 

標識の配布時に太陽光発電設備の情報を収集し、MLPE推進協議会でデータ 

 ース化します。MLPE推進協議会でデータ ース化した情報を 防庁に 

提 し、災害時の迅速な対 に役立てる事を計画しています。 
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13. Microinverter製品の今後の動向 

 

蓄電  コントロールで るMicroinverterが主流となる。 

 

(1) Enphase Microinverterの動向 

 

IQ8P(480w) ⇒ IQ9P( ? ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ・拡張性の高いシステ の構築 

     ・安全性の高いシステ (交流接続方式) 

 

(2) Balcony Solar System 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AC 200V 

PV 

蓄電  
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14. Balcony Solar System(参考) 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マンションや い住宅にお住まいの方は、現在の太陽光発電ては恩恵を受ける とが 

で ないのが現状です。低コストで施工費 手軽に取り付ける事が 能な Balcony 

Solar Systemを実現する事で簡便な小電力ソリューションを実現します。 

但し、日本の規 として、コン ント接続は不 となっており、また電気工事 が 

必要となる。小出力な PCS(1kw以下) の規 緩 が進む とを望んでいます。 

 

 

 

Microinverter(800W) フ キシブルパネル 
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15. アーク・キャツチャー(参考: PVアーク保護装置) 

 アークフォルト保護範囲

 アーク・キャツチャーの  

   

   

太陽光発電設備の直流回路の電流を常時  し、アークフォルトによる装置 損や構造物の
火災リスクを低減します。集合住宅、 建て住宅、屋根貸し施設、ビルなどに設置の太陽光
発電設備のアークフォルト保護に最適です。

・  ストリング 時   能
・ 独自の検出アル リズ によりアークフォルト発生ストリングの特定が 能
  特    特   9     号 
・  接点出力で遮断保護回路や 報回路などを構築 能
・ クランプ式 ンサにより後付け工事が容易

           

直流電流が流れている回路で起 る放電現 による
事故です。直流電流には、電流を遮断しにくい性 が
あります。 の性 がアーク放電となって表れ、温度
は 千度に  し、最 の場合は火災事故に がる恐
れがあります。

(  上電機製作所製 ) 



21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外観表示


